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(57)【要約】
　本発明は、ポリウレタンを発泡させてなる発泡ウレタンフォーム（ｆｏａｍ）を含み、
前記発泡ウレタンフォームは、膜構造及びメッシュ構造を含む構造を有する化粧料組成物
の塗布具に関する。本発明に係る化粧料組成物の塗布具は、化粧料組成物の吸収及び排出
が容易であるため伝達力が改善するとともに、化粧料組成物を肌に固まりなく滑らかに塗
布することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリウレタンを発泡させてなる発泡ウレタンフォーム（ｆｏａｍ）を含み、
　前記発泡ウレタンフォームは、膜構造及びメッシュ構造を含む構造を有する、化粧料組
成物の塗布具。
【請求項２】
　前記発泡ウレタンフォームは、ポリエーテル系ポリウレタン、ポリエステル系ポリウレ
タン、及びポリカーボネート系ポリウレタンのうち一つ以上の発泡フォームである、請求
項１に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項３】
　前記発泡ウレタンフォームは、ポリエーテル系ポリウレタンの発泡フォームである、請
求項１に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項４】
　前記発泡ウレタンフォームは、膜構造とメッシュ構造とを９：１～３：７の面積比で含
む、請求項１に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項５】
　前記発泡ウレタンフォームは、ポア（ｐｏｒｅ）を含み、
　平均ポアサイズは、７０μｍ～３００μｍのサイズを含む、請求項１に記載の化粧料組
成物の塗布具。
【請求項６】
　前記発泡ウレタンフォームは、ポア（ｐｏｒｅ）を含み、
　前記膜構造を有する発泡ウレタンフォームの平均ポアサイズは、７０μｍ～１５０μｍ
であり、
　前記メッシュ構造を有する発泡ウレタンフォームの平均ポアサイズは、１００μｍ～３
００μｍである、請求項１に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項７】
　前記化粧料組成物の塗布具は、化粧料組成物の伝達率が３０％～１００％であり、前記
伝達率は下記の数式によって求められる、請求項１に記載の化粧料組成物の塗布具。

【数１】

【請求項８】
　前記発泡ウレタンフォームは、複数の層を含む構造を有する、請求項１に記載の化粧料
組成物の塗布具。
【請求項９】
　前記化粧料組成物の塗布具の硬度は、アスカー（ＡＳＫＥＲ）硬度計Ｆ型（Ｔｙｐｅ　
Ｆ）基準で３０～８０である、請求項１に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項１０】
　前記化粧料組成物の塗布具の厚みは、０．０５ｍｍ～８ｍｍである、請求項１に記載の
化粧料組成物の塗布具。
【請求項１１】
　前記化粧料組成物の塗布具の密度は、０．０５～０．２ｇ／ｃｍ３である、請求項１に
記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項１２】
　前記発泡ウレタンフォームは、ポア（ｐｏｒｅ）を含み、
　前記発泡ウレタンフォームの１インチ当たりのポア数（ｐｐｉ）は、５～５００である
、請求項１に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項１３】
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　前記化粧料組成物の塗布具は、前記発泡ウレタンフォームと結合された、アクリロニト
リルブタジエンゴム（ＮＢＲ）、スチレン-ブタジエンゴム（ＳＢＲ）、天然ゴム（ＮＲ
）、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、エチレン-酢酸ビニルゴム（ＥＶＡ）、ラテックス
、シリコーン、スチレン-イソプレン-スチレン（ＳＩＳ）、スチレン-エチレン-ブチレン
-スチレン（ＳＥＢＳ）、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ニトリルゴム、ブチルゴム
、クロロプレンゴム、ポリオレフィン、エーテル系ポリウレタン、エステル系ポリウレタ
ン、エチレン系ポリウレタン、ポリエチレンテレフタレート、及びポリ乳酸からなる群よ
り選択された１種以上の発泡フォームをさらに含む、請求項１に記載の化粧料組成物の塗
布具。
【請求項１４】
　前記化粧料組成物の塗布具は、前記発泡ウレタンフォームの少なくとも一方の面にポリ
ウレタンフィルム層をさらに含む、請求項１に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項１５】
　前記化粧料組成物の塗布具は、前記塗布具に固定された紐、リング、または取っ手をさ
らに含む、請求項１に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項１６】
　請求項１～１５の何れか一項に記載の化粧料組成物の塗布具；及び
　化粧料組成物を含む、化粧品。
【請求項１７】
　前記化粧料組成物は、油中水（Ｗ／Ｏ）型、水中油（Ｏ／Ｗ）型、油分散、水分散、ま
たは可溶化組成物を含む、請求項１６に記載の化粧品。
【請求項１８】
　前記化粧品は、前記化粧料組成物を担持する担体をさらに含む、請求項１６に記載の化
粧品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧料組成物の伝達力が改善された塗布具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、化粧料組成物を肌に塗布するために手や化粧用スポンジを使用していたが、化粧
料組成物の剤形が多様になるにつれて組成物の粘度や構成成分、用途などに応じて多様な
特性を持つ塗布具の開発が要求されてきている。
【０００３】
　液状化粧料組成物を塗布するための塗布具は、組成物の肌への伝達をし易くするために
液状化粧料組成物の吸収が防止されるか、或いは瞬時に吸収し放出が速やかになされる必
要がある。しかし、既存の塗布具では、液状化粧料組成物に適用する場合、吸収した組成
物の放出が円滑になされず、伝達力に劣るという問題があった。
【０００４】
　例えば、塗布具としてのラテックス材質のフォームは、ポア（ｐｏｒｅ）サイズが大き
く且つ疎であるためカバー力が高い反面、フォームに形成されたポア跡が残って肌に滑ら
かで均一に組成物が塗布できず、且つ底粘度の液状組成物の吸収率が高いため化粧料の伝
達力に劣ることから、塗布具には不向きである。前記ラテックス材質のフォームに形成さ
れたポアサイズを小さく加工すると、柔らかい感触に劣ることで肌への塗布の際に柔らか
くて滑らかな感触が得られない。ポリウレタン材質のフォームは、気孔サイズを小さく調
節することができ、柔らかい感触の滑らかな肌表現が可能となるが、カバー力に劣ること
がある。
【０００５】
　そこで、ユーザのニーズに応じて多様化した化粧料組成物に適用可能な塗布具の開発が
必要である。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】韓国公開特許第１０－２００８－００２５３８０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、化粧料組成物の伝達力が改善するとともに、化粧料組成物を肌に固まりなく
滑らかに塗布することができる化粧料組成物の塗布具を提供することをその目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一側面は、発泡ウレタンフォーム（ｆｏａｍ）を含み、前記発泡ウレタンフォ
ームは膜構造及びメッシュ構造を含む構造を有する化粧料組成物の塗布具を提供する。
【０００９】
　本発明の他の一側面は、前記化粧料組成物の塗布具；及び化粧料組成物を含む化粧品を
提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　一般にフォーム形態の塗布具で化粧料組成物をむらや固まりなく万遍に塗布するために
は、フォームのポアサイズが小さいほどよいが、ポアサイズが小さすぎると、フォームか
らなる塗布具では伝達力が低下することで肌表現力に劣ることがある。
【００１１】
　本発明に係る化粧料組成物の塗布具は、膜構造及びメッシュ構造を含む構造を有するこ
とで化粧料組成物の伝達力が改善され、当該化粧料組成物を容易且つ適切に排出すること
ができるだけでなく、肌への塗布の際は固まりやむらが生じることなく万遍且つ柔らかく
塗布することができる。よって、本発明に係る前記化粧料組成物の塗布具は、肌への化粧
料組成物の伝達力及び塗布性に優れている。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本明細書において、「塗布具」とは、任意の物質または成分を肌に伝達するための道具
であって、パフ、チップ、ブラシなどの塗布手段をいずれも含む最広義の意味であり、ア
プリケータ（ａｐｐｌｉｃａｔｏｒ）とも言う。
【００１３】
　本明細書において、「フォーム（ｆｏａｍ）」とは、ポリウレタン、ゴム、ビニルなど
を発泡させてから固化したものを意味する。
【００１４】
　本明細書において、「塗布性」とは、任意の物質または組成物を肌などに柔らかく且つ
均一に塗布する性質を意味する。
【００１５】
　本明細書において、「吸収能」または「吸収力」とは、任意の物質または成分が塗布具
などに一時的に取られることを意味し、多くも少なくもない適切な量が吸収されることが
望ましい。
【００１６】
　本明細書において、「排出能」または「排出力」とは、塗布具によって取られた任意の
物質または成分が肌などの伝達対象に排出される量のことを意味し、多くも少なくもない
適切な量が排出されることが望ましい。
【００１７】
　本明細書において、「伝達能」または「伝達力」とは、塗布具によって取られた任意の
物質または成分が効果的に塗布対象に伝達されることを意味する。これは、前記任意の物
質または成分の肌に伝達される伝達率にて評価することができ、次のような数式によって
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求めることができる。
【００１８】
【数１】

【００１９】
　本明細書において、「担体」とは、組成物を例に挙げられる任意の物質または成分を担
持するものを意味し、「担持体」、「含浸材」または「媒介体」とも表現されることがあ
る。また、「担体」は、これに担持された物質を別個の塗布具に排出するように使用され
るものであってよい。
【００２０】
　本明細書において、「アスカーＦ硬度」とは、アスカー（ＡＳＫＥＲ、製造元）デュロ
メータ硬度（ＤＵＲＯＭＥＴＥＲ　ＨＡＲＤＮＥＳＳ）測定器（Ｆ型（ｔｙｐｅ　Ｆ））
で測定したときの硬度であって、塗布具に組成物が吸収される前の硬度を意味する。
【００２１】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００２２】
　本発明の一側面は、発泡ウレタンフォーム（ｆｏａｍ）を含む化粧料組成物の塗布具を
提供する。
【００２３】
　本発明の一側面によれば、前記発泡ウレタンフォームは、ポリウレタンを発泡させてか
ら固化したものであって、多数のポア（ｐｏｒｅ）を含み、「ウレタンフォーム」または
「発泡ウレタン」と表現されることもある。
【００２４】
　本発明の一側面において、前記化粧料組成物の塗布具は、前記発泡ウレタンフォームを
塗布具の全重量に対し８０質量％以上、８５質量％以上、９０質量％以上、９３質量％以
上、９５質量％以上、９７質量％以上、９８質量％以上、９９質量％以上、または１００
質量％含んでいてよいが、これらに限定されない。
【００２５】
　一側面において、前記発泡ウレタンフォームは、ポリエーテル系ポリウレタン、ポリエ
ステル系ポリウレタン、及びポリカーボネート系ポリウレタンのうち一つ以上を発泡させ
てなるフォーム、すなわち、ポリエーテル系ポリウレタン、ポリエステル系ポリウレタン
、及びポリカーボネート系ポリウレタンのうち一つ以上の発泡フォームを含むものであっ
てよく、より具体的には、ポリエーテル系ポリウレタンを発泡させてなるフォーム、すな
わち、ポリエーテル系ポリウレタンの発泡フォームであってよい。ポリエーテル系ポリウ
レタンを発泡させてなる発泡ウレタンは、肌への接触の際に柔らかい使用感を呈する。
【００２６】
　一側面において、前記発泡ウレタンフォームに含まれるポアの平均ポアサイズは、７０
μｍ～３００μｍであってよい。
【００２７】
　このとき、前記「ポアサイズ」とは、発泡ウレタンフォームが含むポアの平均直径を意
味し、平均ポアサイズが７０μｍ未満であると、液状の化粧料組成物の吸収及び排出が滑
らかではないため塗布具としては不向きであり、また、３００μｍを超えると、使用感が
粗く、固まりのない滑らかな肌表現が難しい。前記ポアサイズは、光学顕微鏡（Ｎｉｋｏ
ｎ　ＥＣＬＩＰＳＥ　ＬＶ１００ＰＯＬ）を使用して５ｘ／０．１５倍率で拡大して測定
することができる。
【００２８】
　また、一側面において、前記発泡ウレタンフォームは、ポア（ｐｏｒｅ）を前記発泡ウ
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レタンフォーム１インチ当たり５～５００のポア数（ｐｏｒｅ　ｐｅｒ　ｉｎｃｈ、ｐｐ
ｉ）で含んでいてよい。具体的に、前記ポア数は、５以上、１０以上、５０以上、１００
以上、２００以上、３００以上、４００以上、または５００ｐｐｉであってよく、５００
以下、４００以下、３００以下、２００以下、１００以下、５０以下、１０以下または５
ｐｐｉであってよい。本発明の明細書において「ポア数」とは、スポンジの１インチ当た
りのポア数のことを言い、本明細書においてポア数は、ＷＩＱＡ－１４（ＡＳＴＭ基準）
を用いて横、縦１インチ線上にあるポアの数を正確に測定しその平均を出した数値であっ
てよい。
【００２９】
　本発明の一側面において、前記発泡ウレタンフォームは、膜構造及びメッシュ構造を含
む構造を有していてよい。
【００３０】
　本明細書において、前記「膜構造」とは、微細サイズのポアが各ポアを定義する膜によ
って互いに分離されている構造のことを意味する。前記「メッシュ構造」とは、前記ポア
が互いに繋がっており、且つメッシュのように疎に形成された構造のことを意味する。
【００３１】
　一側面において、前記膜構造を有する発泡ウレタンフォームの平均ポアサイズは７０μ
ｍ～１５０μｍであってよい。前記膜構造は、発泡ウレタンフォームに含まれるポアが膜
で分離されて形成され、前記ポアは、微細サイズを有するポアであって、化粧料組成物の
ような内容物を分散吸収及び排出することができ、微細であるためその吸収及び排出が徐
々になされ得る。具体的に、前記膜構造に含まれる微細ポアサイズは、平均７０μｍ以上
、平均８０μｍ以上、平均９０μｍ以上、平均１００μｍ以上、平均１１０μｍ以上、平
均１２０μｍ以上、平均１３０μｍ以上、平均１４０μｍ以上、または平均１５０μｍの
サイズを有していてよく、平均１５０μｍ以下、平均１４０μｍ以下、平均１３０μｍ以
下、平均１２０μｍ以下、平均１１０μｍ以下、平均１００μｍ以下、平均９０μｍ以下
、平均８０μｍ以下、または平均７０μｍのサイズを有していてよい。前記微細ポアサイ
ズが平均７０μｍ未満であると、化粧料組成物の吸収及び排出が滑らかではなく、また平
均１５０μｍを超えると、前記発泡ウレタンフォームを使用して肌への化粧料組成物の塗
布の際に肌表現が粗いため滑らかな肌表現が難しくなる。
【００３２】
　一側面において、前記メッシュ構造を有する発泡ウレタンフォームの平均ポアサイズは
、１００μｍ～３００μｍであってよい。前記メッシュ構造は、発泡ウレタンフォームに
含まれるポアがメッシュのように疎に形成され、前記膜構造に比べ化粧料組成物のような
内容物の吸収及び排出が素早くなされるという構造的特徴を有する。前記メッシュ構造に
よれば、多量の化粧料組成物を円滑に吸収及び排出させることができる。具体的に、前記
メッシュ構造に含まれるポアは、１００μｍ以上、１５０μｍ以上、２００μｍ以上、ま
たは３００μｍの大きさを有していてよく、且つ３００μｍ以下、２００μｍ以下、また
は１００μｍの大きさを有していてよい。前記ポアの平均サイズが１００μｍ未満である
と、排出力が良くないため化粧料組成物の伝達力に劣り、また３００μｍを超えると、肌
に粗くて均一な塗布が難しくなる。
【００３３】
　本発明は、一側面において、前記膜構造及びメッシュ構造をいずれも含む構造であって
よい。前記膜構造及びメッシュ構造は、上下または左右に積層された構造、または層とし
て区分されておらず膜構造及びメッシュ構造が一つのフォーム内で混在した構造であって
よいが、これらに限定されない。
【００３４】
　本発明は、一側面において、前記のように膜構造とメッシュ構造をいずれも含む構造を
有することで化粧料組成物を吸収し排出しやすいようにして、肌へ塗布される組成物の量
をコントロールすると共に肌への組成物の塗布むらが生じないように均一に塗布すること
ができる。
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【００３５】
　前記発泡ウレタンフォームは、例えば、発泡ウレタンフォームの一端面において膜構造
とメッシュ構造とを９：１～３：７の面積比で含んでいてよい。より具体的には、膜構造
を、全面積に対し９０％以下、８０％以下、７０％以下、６０％以下、５０％以下、４０
％以下、３０％以下、２０％以下、または１０％の面積比で含んでいてよく、また、メッ
シュ構造を、全面積に対し１０％以上、２０％以上、３０％以上、４０％以上、５０％以
上、６０％以上、７０％以上、８０％以上、または９０％の面積比で含んでいてよいが、
これに限定されない。前記比率は、適用する化粧料組成物の粘度や剤形のような物性に応
じて調節され得る。
【００３６】
　一側面において、前記構造において膜構造が９０％を超えると、化粧料組成物の吸収や
排出が過剰に徐々になされ、肌へ伝達する化粧料組成物の量が少ないという問題がある。
例えば、前記化粧料組成物がファンデーションである場合、肌へ伝達する化粧料組成物の
量が非常に少なくなってカバー力が低くなることがある。また、前記構造において膜構造
が５０％未満であると、メッシュ構造の比率が相対的に高くなることから全体的に構造が
疎になることで肌への均一な塗布が難しくなり、粗いタッチ感を示すことで肌へ刺激感を
与えることがある。
【００３７】
　本発明の一側面によれば、前記化粧料組成物の塗布具の化粧料組成物の伝達率は、下記
の数式１によって求められていてよい。
【００３８】

【数２】

 
【００３９】
　前記排出量とは、塗布具によって取られた化粧料組成物が肌などの伝達対象に排出され
る量のことを意味し、前記吸収量とは、化粧料組成物が塗布具に一時的に取られる量を意
味する。
【００４０】
　前記伝達率は、前記化粧料組成物が肌へ多くも少なくもない適切な量が吸収され排出さ
れるときが最も適正なものであり、本発明に係る前記塗布具の化粧料組成物の伝達率は、
３０％～１００％であってよい。より具体的に、本発明の一側面に係る化粧料塗布具の伝
達率は、３０％以上、３５％以上、４０％以上、５０％以上、６０％以上、７０％以上、
８０％以上、９０％以上、または１００％であってよく、且つ１００％以下、９０％以下
、８０％以下、７０％以下、６０％以下、５０％以下、４０％以下、または３０％であっ
てよい。
【００４１】
　また、本発明の一側面によれば、前記発泡ウレタンフォームは、複数の層を含む構造を
有していてよい。例えば、前記構造は、互いに異なるポアサイズを有する複数の発泡ウレ
タンフォームの層からなる構造であるか、互いに異なる材質の発泡ウレタンフォームが複
数の層からなる構造であってよい。また他の例として、前記構造は、膜構造の層とメッシ
ュ構造の層とを含む構造であってよく、このとき、肌に触れる層は、膜構造であるかまた
はメッシュ構造を含んでいてよい。
【００４２】
　本発明の一側面において、化粧料組成物の塗布具は、曲面及び平面の一つ以上を備えて
いてよい。このとき、前記化粧料組成物の塗布具が曲面及び平面をいずれも備えるという
ことは、塗布具が球状の一部及び板状の一部をいずれも有することを意味する。前記曲面
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及び平面の一つ以上を備える塗布具は、半球状、半楕円状、鐘（ｂｅｌｌ）状、円盤状、
円柱状、星柱状、三角柱状、四角柱状、六面体状、四面体状及びピラミッド状からなる群
より選択される形状のいずれかであってよいが、これらに限定されるものではない。
【００４３】
　本発明の一側面において、前記化粧料組成物の塗布具の硬度は、アスカー（ＡＳＫＥＲ
、製造元）デュロメータ硬度（ＤＵＲＯＭＥＴＥＲ　ＨＡＲＤＮＥＳＳ）測定器（Ｆ型（
ｔｙｐｅ　Ｆ））で測定したとき、すなわち、アスカー（ＡＳＫＥＲ）硬度計Ｆ型（Ｔｙ
ｐｅ　Ｆ）基準で３０～８０であってよい。前記化粧料組成物の塗布具の硬度が３０未満
であると密着力に劣り、また８０を超えると硬すぎて肌をくるむ柔らかさが低下する。前
記化粧料組成物の塗布具の硬度は、具体的に、８０以下、７０以下、６０以下、５０以下
、４０以下、または３０のアスカーＦ硬度を有していてよく、且つ３０以上、４０以上、
５０以上、６０以上、７０以上、または８０のアスカーＦ硬度を有していてよい。
【００４４】
　また、一側面によれば、前記化粧料組成物の塗布具の厚みは０．０５ｍｍ～８ｍｍであ
ってよい。厚みが０．０５ｍｍ未満であると、化粧料組成物の吸収及び排出がなされ難く
なって肌表現に限界があり、また８ｍｍを超えると、化粧料組成物が含む発泡ウレタンフ
ォームにさらなる貼り合わせや熱シール加工が難しくなることがある。前記化粧料組成物
の塗布具の厚みは、具体的に、８ｍｍ以下、７ｍｍ以下、６ｍｍ以下、５ｍｍ以下、４ｍ
ｍ以下、３ｍｍ以下、２ｍｍ以下、１ｍｍ以下、０．５ｍｍ以下、または０．１ｍｍ以下
であってよく、且つ０．０５ｍｍ以上、０．１ｍｍ以上、０．５ｍｍ以上、１ｍｍ以上、
２ｍｍ以上、３ｍｍ以上、４ｍｍ以上、５ｍｍ以上、６ｍｍ以上、７ｍｍ以上、または８
ｍｍの厚みを有していてよい。
【００４５】
　本発明の一側面において、前記化粧料組成物の塗布具の密度を調節することで化粧料組
成物の吸収及び排出度合いを制御することができる。前記密度は、０．０５～０．２ｇ／
ｃｍ３（３．１２～１２．４８ｌｂ／ｆｔ３）、具体的に、０．１～０．１８ｇ／ｃｍ３

であってよい。化粧料組成物の塗布具の密度が０．０５ｇ／ｃｍ３未満であると、耐久性
に劣ることがあり、また密度が０．２ｇ／ｃｍ３を超えると、化粧料組成物の排出や吸収
がなされ難くなることがあり且つ柔らかい使用感が低下することがある。本明細書におい
て密度は、ＡＳＴＭ　Ｄ３５７４方法にて測定した数値であってよい。
【００４６】
　また、本発明は、一側面として、前記発泡ウレタンフォームと結合された、アクリロニ
トリルブタジエンゴム（ＮＢＲ）、スチレン-ブタジエンゴム（ＳＢＲ）、天然ゴム（Ｎ
Ｒ）、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、エチレン-酢酸ビニルゴム（ＥＶＡ）、ラテック
ス、シリコーン、スチレン-イソプレン-スチレン（ＳＩＳ）、スチレン-エチレン-ブチレ
ン-スチレン（ＳＥＢＳ）、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ニトリルゴム、ブチルゴ
ム、クロロプレンゴム、ポリオレフィン、エーテル系ポリウレタン、エステル系ポリウレ
タン、エチレン系ポリウレタン、ポリエチレンテレフタレート、及びポリ乳酸からなる群
より選択された１種以上を発泡させてなるフォームをさらに含む化粧料組成物の塗布具を
提供することができる。または、本発明は、一側面として、前記発泡ウレタンフォームと
結合された、アクリロニトリルブタジエンゴム（ＮＢＲ）、スチレン-ブタジエンゴム（
ＳＢＲ）、天然ゴム（ＮＲ）、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、エチレン-酢酸ビニルゴ
ム（ＥＶＡ）、ラテックス、シリコーン、スチレン-イソプレン-スチレン（ＳＩＳ）、ス
チレン-エチレン-ブチレン-スチレン（ＳＥＢＳ）、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、
ニトリルゴム、ブチルゴム、クロロプレンゴム、ポリオレフィン、エーテル系ポリウレタ
ン、エステル系ポリウレタン、エチレン系ポリウレタン、ポリエチレンテレフタレート、
及びポリ乳酸からなる群より選択された１種以上の発泡フォームをさらに含む化粧料組成
物の塗布具を提供することができる。
【００４７】
　他の一側面として、前記化粧料組成物の塗布具は、前記発泡ウレタンフォームの一方の
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面以上にポリウレタンフィルム層をさらに含んでいてよい。具体的に、前記化粧料組成物
の塗布具は、乾式発泡ウレタンフォームにポリウレタンフィルムが貼り合わされてパフ構
造をなしていてよい。前記乾式発泡ウレタンフォームはクッション層をなし、前記ポリウ
レタンフィルム層は、肌に触れる面以外の部分に貼り合わされていてよい。前記パフ構造
は、バインダーで貼り合わせを行ってから、熱プレスなどで圧力を加えてシールをして一
体化されたものであってよい。
【００４８】
　また、一側面において、前記化粧料組成物の塗布具は、当該塗布具に固定された紐、リ
ング、または取っ手をさらに含んでいてよく、具体的に、前記紐、リング、または取っ手
は、発泡ウレタンフォームの一方の面に貼り合わされたポリウレタンフィルムに取り付け
られたものであってよい。
【００４９】
　一方、本発明の一側面は、前記したような化粧料組成物の塗布具；及び化粧料組成物を
含む化粧品を提供することができる。
【００５０】
　一側面において、前記化粧料組成物は、液状、粘度のある固状、またはパウダーを含む
固状の組成物であってよい。具体的に、前記化粧料組成物は、油中水（Ｗ／Ｏ）型、水中
油（Ｏ／Ｗ）型、油分散、水分散または可溶化組成物を含んでいてよいが、これらに制限
されない。また、他の一側面において、前記化粧料組成物の剤形は、溶液、エマルジョン
、懸濁液、ペースト剤形、またはゲルを含むが、これらに制限されない。
【００５１】
　また、前記本発明の一側面に係る化粧料組成物は、３,０００～８０,０００ｃｐｓ（Ｃ
ｅｎｔｉ　Ｐｏｉｓｅ）の粘度を有していてよい。本明細書において、前記粘度は、粘度
測定機器で測定することができ、例えば、スピンドルナンバー（Ｓｐｉｎｄｌｅ　Ｎｕｍ
ｂｅｒ）Ｎｏ．６３及びスピンドル速度（Ｓｐｉｎｄｌｅ　Ｓｐｅｅｄ（ＲＰＭ））５ｒ
ｐｍに設定されたＢＲＯＯＫＦＩＥＬＤ粘度測定機器（ＢＲＯＯＫＦＩＥＬＤ　ＲＶＤＶ
－ＩＩＩ　ＵＬＴＲＡ（Ｓｅｒｉａｌ　Ｎｏ．ＲＹ６５２１１５２））で測定することが
できる。
【００５２】
　本発明の一側面に係る化粧料組成物は、例えば、メイクアッププライマー、メイクアッ
プベース、液状または固状ファンデーション、コンシーラー、リップスティック、リップ
グロス、パウダー、リップライナー、アイライナー、マスカラ、アイブロウ、アイシャド
ウ、ブラッシャー（ｂｌｕｓｈｅｒ）、ツインケーキ、紫外線遮断剤、ローション、クリ
ームまたはエッセンスなどに剤形化されていてよいが、これらに限定されるものではない
。
【００５３】
　また、一側面において、前記化粧品は、前記化粧料組成物を担持する担体をさらに含ん
でいてよい。前記化粧品は、化粧料組成物の塗布具を収納することができる下部及び鏡な
どが取り付けられ得る蓋体の上部を含む容器、一般的に、略称して「パクト」と呼ばれる
化粧品用容器をさらに含めて提供することができるが、これに限定されるものではない。
【００５４】
　以下、実施例を挙げて本発明をより詳しく説明することにする。これらの実施例は、単
に本発明を例示するためのものであって、本発明の範囲がこれらの実施例によって制限さ
れるものと解釈されないことは当業界における通常の知識を有する者にとって自明であろ
う。
【００５５】
　［製造例］Ｗ／Ｏ型の乳化型化粧料組成物の製造
　当業界の通常の方法にて下記の表１で表す剤形を有するＷ／Ｏ乳化型化粧料組成物を製
造した。
【００５６】
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【表１】

【００５７】
　［試験例１］発泡ウレタンフォームの構造による化粧料組成物の伝達力の比較
　本発明の一実施例に係る多様なポア構造を有する塗布具の伝達力及び使用感（化粧効果
）を下記のように測定または評価した。
　アスカー硬度計Ｆ型基準でアスカー硬度が５５、平均ポアサイズが１００μｍである膜
構造を有する発泡ウレタンフォームの塗布具（比較例１）、アスカー硬度が５５、平均ポ
アサイズが２００μｍであるメッシュ構造を有する発泡ウレタンフォームの塗布具（比較
例２）、アスカー硬度が５８、平均ポアサイズが１７０μｍであり且つ膜構造とメッシュ
構造とを２：８の面積比で含む発泡ウレタンフォームの塗布具（実施例１）、アスカー硬
度が５６、平均ポアサイズが１３０μｍであり且つ膜構造とメッシュ構造とを９：１の面
積比で含む発泡ウレタンフォームの塗布具（実施例２）、アスカー硬度が５５、平均ポア
サイズが１５０μｍであり且つ膜構造とメッシュ構造とを７：３の面積比で含む発泡ウレ
タンフォームの塗布具（実施例３）を準備した。このとき、各塗布具の大きさは、径５４
ｍｍ、厚み７ｍｍとした。そして、前記比較例１、２及び実施例１～３の塗布具に紐を固
定して紐付きのパフ形態で製造した。
【００５８】
　次いで、前記［製造例］で製造したＷ／Ｏ乳化型化粧料組成物を担体に担持し、これを
パクト容器に入れ、パクト形態で製造した。
【００５９】
　吸収量は、前記パフ形態の前記比較例１、２及び実施例１～３の塗布具で前記化粧料組
成物が担持された担体を１ｋｇ・ｆの重量で押し付けて化粧料組成物を取って、前記各塗
布具に取り込まれた量を測定して得た。排出量は、前記化粧料組成物を取り込んだ塗布具
を人造皮革８ｃｍ×８ｃｍに１ｋｇ・ｆの重量の力で塗布したときに排出される量を測定
して得た。伝達率は、前記吸収量及び排出量から次式によって求め、伝達力は、伝達率が
３０％以上であると優秀とし、伝達力があると評価した。
【００６０】

【数３】
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【００６１】
　使用感は、前記塗布の際に感じられるタッチ感及び前記人造皮革に化粧料組成物が塗布
された状態を評価して得た。
【００６２】
　前記測定または評価結果を下記の表２に表した。
【００６３】
【表２】

【００６４】
　前記表２に表したように、比較例１の塗布具は優れた伝達力を有することができず、比
較例２の塗布具は低い伝達力と表面の粗い使用感を示すという問題があった。一方、実施
例１～３の塗布具は、吸収量、排出量が適切で優れた伝達力を有し、使用感においても優
れていることが分かる。
【００６５】
　前記結果は、本発明の一実施例に係る化粧料組成物の塗布具が発泡ウレタンフォームを
含み、膜構造とメッシュ構造とが組み合わされてなる構造を有することで化粧料組成物の
吸収力及び排出力が向上し、膜構造とメッシュ構造との比率を調節することで伝達力を改
善することができることを意味する。これと共に、本発明に係る化粧料組成物の塗布具は
優れた使用感を有することを意味する。
【００６６】
　［試験例２］発泡ウレタンフォームのポアサイズによる化粧料組成物の伝達力の比較
　本発明の一実施例に係る塗布具のポアサイズによる伝達力及び使用感（化粧効果）を下
記のように測定または評価した。
【００６７】
　本発明の一実施例として、膜構造とメッシュ構造とを７：３の面積比で含む発泡ウレタ
ンフォームであって、平均ポアサイズがそれぞれ５０、７０、１００、１５０、１７５、
２００、２５０、３００及び３２０μｍである塗布具を準備した（実施例４～１０、比較
例３及び４）。このとき、各塗布具の大きさは、径５４ｍｍ、厚み７ｍｍとした。そして
、前記実施例４～１０及び比較例３及び４の塗布具に紐を固定して紐付きのパフ形態で製
造した。
【００６８】
　次いで、前記［製造例］で製造したＷ／Ｏ乳化型化粧料組成物を担体に担持し、これを
パクト容器に入れ、パクト形態で製造した。
　吸収量は、前記パフ形態の前記実施例４～１０と比較例３及び４の発泡ウレタンフォー
ム塗布具で前記化粧料組成物が担持された担体を１ｋｇ・ｆの重量で押し付けて化粧料組
成物を取って、前記各塗布具に取り込まれた量を測定して得た。排出量は、前記化粧料組
成物を取り込んだ塗布具を人造皮革８ｃｍ×８ｃｍに１ｋｇ・ｆの重量の力で押し付けた
ときに排出される量を測定して得た。伝達率は、前記吸収量及び排出量から次式によって
求め、伝達力は、伝達率が３０％以上であると優秀とし、伝達力があると評価した。
【００６９】
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【数４】

【００７０】
　使用感は、前記塗布の際に感じられるタッチ感及び前記人造皮革に化粧料組成物が塗布
された状態を評価して得た。
【００７１】
　前記測定または評価結果を下記の表３に表した。
【００７２】
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【表３】

【００７３】
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　表３に表したように、実施例４～１０の塗布具は吸収量と排出量が適切であり、優れた
伝達力を有するものと示された。一方、比較例３の場合、低い伝達力を有し、比較例４の
場合は、低い伝達力と粗い使用感で塗布具として適合しないことを確認した。
【００７４】
　前記結果は、本発明の一実施例に係る化粧料組成物の塗布具が発泡ウレタンフォームを
含み、膜構造とメッシュ構造とが組み合わされてなる構造を有することで化粧料組成物の
吸収力及び排出力が向上し、ポアサイズの調節によって伝達力及び使用感をさらに改善さ
せることができることを意味する。
【手続補正書】
【提出日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリウレタンを発泡させてなる発泡ウレタンフォーム（ｆｏａｍ）を含み、
　前記発泡ウレタンフォームは、膜構造及びメッシュ構造を含む構造を有する、化粧料組
成物の塗布具。
【請求項２】
　前記発泡ウレタンフォームは、ポリエーテル系ポリウレタン、ポリエステル系ポリウレ
タン、及びポリカーボネート系ポリウレタンのうち一つ以上の発泡フォームである、請求
項１に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項３】
　前記発泡ウレタンフォームは、ポリエーテル系ポリウレタンの発泡フォームである、請
求項１または２に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項４】
　前記発泡ウレタンフォームは、膜構造とメッシュ構造とを９：１～３：７の面積比で含
む、請求項１～３の何れか一項に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項５】
　前記発泡ウレタンフォームは、ポア（ｐｏｒｅ）を含み、
　平均ポアサイズは、７０μｍ～３００μｍのサイズを含む、請求項１～４の何れか一項
に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項６】
　前記発泡ウレタンフォームは、ポア（ｐｏｒｅ）を含み、
　前記膜構造を有する発泡ウレタンフォームの平均ポアサイズは、７０μｍ～１５０μｍ
であり、
　前記メッシュ構造を有する発泡ウレタンフォームの平均ポアサイズは、１００μｍ～３
００μｍである、請求項１～５の何れか一項に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項７】
　前記化粧料組成物の塗布具は、化粧料組成物の伝達率が３０％～１００％であり、前記
伝達率は下記の数式によって求められる、請求項１～６の何れか一項に記載の化粧料組成
物の塗布具。
【数１】

【請求項８】
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　前記発泡ウレタンフォームは、複数の層を含む構造を有する、請求項１～７の何れか一
項に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項９】
　前記化粧料組成物の塗布具の硬度は、アスカー（ＡＳＫＥＲ）硬度計Ｆ型（Ｔｙｐｅ　
Ｆ）基準で３０～８０である、請求項１～８の何れか一項に記載の化粧料組成物の塗布具
。
【請求項１０】
　前記化粧料組成物の塗布具の厚みは、０．０５ｍｍ～８ｍｍである、請求項１～９の何
れか一項に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項１１】
　前記化粧料組成物の塗布具の密度は、０．０５～０．２ｇ／ｃｍ３である、請求項１～
１０の何れか一項に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項１２】
　前記発泡ウレタンフォームは、ポア（ｐｏｒｅ）を含み、
　前記発泡ウレタンフォームの１インチ当たりのポア数（ｐｐｉ）は、５～５００である
、請求項１～１１の何れか一項に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項１３】
　前記化粧料組成物の塗布具は、前記発泡ウレタンフォームと結合された、アクリロニト
リルブタジエンゴム（ＮＢＲ）、スチレン-ブタジエンゴム（ＳＢＲ）、天然ゴム（ＮＲ
）、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、エチレン-酢酸ビニルゴム（ＥＶＡ）、ラテックス
、シリコーン、スチレン-イソプレン-スチレン（ＳＩＳ）、スチレン-エチレン-ブチレン
-スチレン（ＳＥＢＳ）、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ニトリルゴム、ブチルゴム
、クロロプレンゴム、ポリオレフィン、エーテル系ポリウレタン、エステル系ポリウレタ
ン、エチレン系ポリウレタン、ポリエチレンテレフタレート、及びポリ乳酸からなる群よ
り選択された１種以上の発泡フォームをさらに含む、請求項１～１２の何れか一項に記載
の化粧料組成物の塗布具。
【請求項１４】
　前記化粧料組成物の塗布具は、前記発泡ウレタンフォームの少なくとも一方の面にポリ
ウレタンフィルム層をさらに含む、請求項１～１３の何れか一項に記載の化粧料組成物の
塗布具。
【請求項１５】
　前記化粧料組成物の塗布具は、前記塗布具に固定された紐、リング、または取っ手をさ
らに含む、請求項１～１４の何れか一項に記載の化粧料組成物の塗布具。
【請求項１６】
　請求項１～１５の何れか一項に記載の化粧料組成物の塗布具；及び
　化粧料組成物を含む、化粧品。
【請求項１７】
　前記化粧料組成物は、油中水（Ｗ／Ｏ）型、水中油（Ｏ／Ｗ）型、油分散、水分散、ま
たは可溶化組成物を含む、請求項１６に記載の化粧品。
【請求項１８】
　前記化粧品は、前記化粧料組成物を担持する担体をさらに含む、請求項１６または１７
に記載の化粧品。
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